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広島中央地域連携中枢都市圏の形成に向けた取組について 

 
 
１ 趣旨 

人口減少・少子高齢化が今後更に進行し，住民が安心して快適に暮らしていくための生活基盤や行政機能

の低下が懸念される中，中核市に移行した呉市が近隣市町と連携して経済成長のけん引，高次の都市機能の

集積・強化及び生活関連機能サービスの向上を行うことにより，人口減少・少子高齢社会においても一定の

人口規模を有し活力ある社会経済を維持していくための拠点となる広島中央地域連携中枢都市圏の形成を目

指しています。 

  

平成２９年８月 総務委員会行政報告資料 

 企    画    部 
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２ 経緯 

・平成２８年 
  

５月３０日 行政報告「（仮称）広島中央地域連携中枢都市圏の形成に向けた取
組について」（圏域の形成に向け検討を行う市町，圏域の特徴，検

討内容など） 

 

 

１２月９日 行政報告「（仮称）広島中央地域連携中枢都市圏の形成に向けた取

組について」（協議会の構成市町，協議内容，今後検討していく具

体的取組など） 

・平成２９年 

 
 

３月３日 （仮称）広島中央地域連携中枢都市圏協議会設立 

 

 

６月２７日 第１回（仮称）広島中央地域連携中枢都市圏ビジョン懇談会 

 ７月１９日 第２回（仮称）広島中央地域連携中枢都市圏ビジョン懇談会 

 ８月１日 第２回（仮称）広島中央地域連携中枢都市圏協議会 
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３ 圏域を形成する市町の名称等 

 

呉市，竹原市，東広島市，江田島市，海田町，熊野町，坂町及び大崎上島町の４市４町 

 

▼ 市町の位置，人口及び面積 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

市町名 人口 面積 

呉 市 228,552 人 352.80K ㎡ 

竹原市 26,426 人 118.23K ㎡ 

東広島市 192,907 人 635.16K ㎡ 

江田島市 24,339 人 100.70K ㎡ 

海田町 28,667 人 13.79K ㎡ 

熊野町 23,755 人 33.76K ㎡ 

坂 町 12,747 人 15.69K ㎡ 

大崎上島町 7,992 人 43.11K ㎡ 

合計 545,385 人 1,313.24K ㎡ 

資料：H27 国勢調査，H28 国土地理院 

竹原市 

呉市 
江田島市 

大崎上島町 

熊野町 坂町 

東広島市 

海田町 
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４ 圏域の特長と課題 

 

(1) 圏域の特長 

ア 瀬戸内海と山々に囲まれた自然豊かな地域 

イ 造船，鉄鋼，自動車，電気機械などに代表されるものづくり産業の集積 

ウ 国の研究機関，大学など学術研究機関の集積 

エ 海軍ゆかりの建造物，歴史・文化が漂う伝統的な町並み 

オ かき，かんきつ，地酒，筆など魅力的な地域資源 

 

(2) 圏域の課題 

  ア 人口減少・少子高齢化対策 

  イ ものづくり産業の集積を生かした産業の更なる活性化 

  ウ 新製品・新技術開発等への支援による新産業の育成 

  エ 観光客の周遊の促進 

  オ 外国人観光客の誘客，受入態勢の整備 

  カ 救急医療等の維持・確保 

キ 持続可能な行政サービスの確保 

ク 交通ネットワーク機能の維持・強化 
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５ 広島広域都市圏との役割分担 

 

圏域は，広島市を連携中枢都市とする広島広域都市圏の圏域に包含されています。 

 
広島広域都市圏は，広島県と山口県にまたがる広い圏域

（24 市町）となっている一方，広島中央地域連携中枢都

市圏は，非常にコンパクトな圏域です。このため，共通す

る課題の解決や共通する地域資源の活用に連携して取り

組みやすい環境にあるため，高齢者への対応や周遊・滞在

型観光の推進，結婚支援，火葬場やスポーツ施設の相互利

用など，地域に密着した生活関連機能サービス等の向上に

取り組むことができます。また，かきや地酒，かんきつ類

といった共通する地域資源を活用した地域振興など，きめ

細やかな施策展開を行うことが可能です。 

 
このように，圏域の特色を生かした施策に取り組むこと

で広島広域都市圏と施策のすみ分けを行っていくととも

に，広島広域都市圏で取り組む施策と合わせて実施するこ

とにより相乗効果が期待できる施策については，連携を図

っていきます。 

 

  

広島広域都市圏 

広島中央地域連携中枢都市圏 

 

 
 

 

 
  

  

 
  

 

 

坂町 

江田島市 
呉市 

熊野町 

海田町 
東広島市 

竹原市 

大崎上島町 
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６ 広島中央地域連携中枢都市圏ビジョン（案） 

(1) 圏域の中長期的な将来像 

 

圏域は，圏域が有する多彩な魅力を近隣市町が共有し，更に磨きを掛けるとともに，市町が抱える様々

な課題の解決に向けて連携して取り組んでいくことにより，人口減少・少子高齢社会にあっても活力ある

地域経済を維持し，住民が「住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる地域社会の実現」を目

指します。 

  

「住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる地域社会の実現」 

圏域が目指す将来像 

ア 活力があり，働きやすい圏域づくり ～圏域全体の経済成長のけん引～ 

イ 安心・安全で，便利な圏域づくり ～高次の都市機能の集積・強化～ 

ウ 誰もが暮らしやすい圏域づくり ～圏域全体の生活関連機能サービスの向上～ 

目指す将来像を実現していくための三つの圏域づくりを推進します。 

平成 52(2040)年 

圏域人口 

４８６,０００人 

将来の人口目標 
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 (2) 施策体系図 

 
◇ 三つの圏域づくり       ◇ 基本方針 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

  

◇ 圏域の特長であるものづくり産業の集積や学術研究機関の集積を生かし，新

製品・新技術の開発，医工連携の推進，中小企業への支援，特産品のＰＲ等を

行うことにより，地域経済の活性化を図ります。 
◇ 観光資源の更なる魅力向上と観光資源のネットワーク化を図ることにより，圏

域の観光客の増加と周遊性の向上を図ります。 

◇ 高度医療機関が集積する圏域の特長を生かし，ハイレベルな救急医療

機能を確保していきます。 
◇ 幹線道路や公共交通のネットワーク機能を維持・強化していくことに

より，市町相互の連携を強化し，利便性の高いコンパクトな圏域を形成

していきます。 

◇高齢化率が高い圏域の特性を踏まえ，健康づくりや高齢者の自立支援の

推進など高齢者が元気で活躍できる地域社会の実現を目指していきま

す。 
◇ 圏域住民同士の交流や圏域の将来を担う人材の育成など圏域の一体感

「絆の醸成」と「人づくり」を推進していきます。 
◇ 公共施設の相互利用や事務の共同化・合理化等を推進することにより，

持続可能な行政サービスの実現を目指していきます。 

～圏域全体の経済成長のけん引～ 

～高次の都市機能の集積・強化～ 

～圏域全体の生活関連機能サービスの向上～ 

 
ア 活力があり，働きやすい 

 
圏域づくり 

 
イ 安心・安全で，便利な 

圏域づくり 

 
圏域づくり 

ウ 誰もが暮らしやすい 
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(ｱ) 産業振興プロジェクト 

 (3) 連携施策（案） 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 
ア 活力があり，働きやすい圏域づくり 

 

②産業支援機関等の連携による経済活性化事業 
くれ産業振興センターのコーディネーター等による相談事業，橋渡し等の事業対象範囲を圏域全体へ拡大

することにより，圏域内の異業種交流やビジネスマッチング等を進め，新たな事業や新製品開発を推進する

ことにより圏域経済の活性化を図ります。 

①経済成長戦略会議等運営事業 
産学金官民で構成する経済成長戦略会議を設置し，圏域全体の経済成長をけん引する施策を検討します。 

～圏域全体の経済成長のけん引～ 

③雇用促進事業 
圏域全体を対象とした各種セミナーの開催や就職ガイダンスへの出展支援等を行います。 

④医工連携の推進 
圏域全体で医工連携の取組を推進するため，圏域内の事業者を対象とした研修会や講習会を開催するほか，

圏域市町における医工連携の取組を共有し，情報交換を行っていきます。 

⑤「まるごとにっぽん」ブースによる特産品販売・ＰＲ 
「まるごとにっぽん」の「おすすめふるさと」ブースに圏域で出展するとともに，同館で開催されるイベ

ントへの共同参加により，圏域の特産品の販売やＰＲを行います。 

⑥ふるさと納税を活用した圏域特産品のＰＲ 
ふるさと納税の返礼品として，圏域市町の特産品を選択できる「連携中枢都市圏セレクトコース」を新た

に設け，ふるさと納税サイトにより特産品の市町相互のＰＲを行います。 
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(ｲ) 観光振興プロジェクト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

②戦略的広域観光プロモーション 

圏域全体の認知度向上を図るため，圏域の魅力ある観光資源の発掘・発信をするとともに，首都圏等にお

ける観光キャラバンや広域連携イベントを開催することにより圏域の魅力をＰＲしていきます。 

①観光拠点エリア魅力向上事業 

呉市海事歴史科学館（大和ミュージアム）を中心とした呉市宝町周辺地区の観光拠点としての魅力向上を

図るとともに，くれ観光情報プラザにおける圏域の観光・イベント情報の発信，瀬戸内海を生かしたクルー

ジングルートや観光地を巡るツアーの造成等，圏域の観光資源のネットワーク化に取り組むことにより，呉

市宝町周辺地区を訪れる観光客を圏域全体への周遊へつなげていきます。 

③インバウンド観光の推進 

外国人観光客の誘致を図るため，圏域の魅力ある観光資源の発掘・発信をするとともに，受入態勢の整備

に取り組みます。 
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イ 安心・安全で，便利な圏域づくり 

 

 

 

(ｱ) 医療体制維持・充実プロジェクト 

(ｲ) 交通ネットワーク機能強化プロジェクト 

～高次の都市機能の集積・強化～ 

①広域的な救急医療を担う病院への支援 

圏域全体の救急医療機能の維持・強化に向けて，圏域市町が連携して取り組みます。 

①幹線道路の整備促進 

広島県中央地域振興対策協議会や各道路建設促進期成同盟会の要望活動等を通じて，圏域市町が連携して

幹線道路の整備促進に取り組みます。 

②ＪＲ呉線の機能強化に向けた取組 

ＪＲ呉線複線化等期成同盟会等の活動を通じて，圏域市町が連携してＪＲ呉線の利用促進等に取り組みま

す。 
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ウ 誰もが暮らしやすい圏域づくり 

 

 

 

(ｱ) 長寿・健康づくりプロジェクト 

(ｲ) 地域振興プロジェクト 

(ｳ) 安心まちづくりプロジェクト 

～圏域全体の生活関連機能サービスの向上～ 

①ウォーキングによる健康づくりと交流促進 
各市町で実施しているウォーキング大会やノルディックウォーキング大会，更には各市町が設定している

ウォーキングコース等を相互にＰＲすることにより，自市町以外の住民の参加・利用を促します。 

①農水産物のブランド化・ＰＲ・販路拡大の推進 
圏域内の市町が共同で各種事業を実施することで，圏域農水産物の魅力をより一層高めて販路を拡大する

とともに，単独では解決しづらい課題の解消に取り組みます。 

 

②スポーツ施設の相互利用，スポーツ情報の発信 
圏域内のスポーツ施設の相互利用を推進するとともに，圏域内のスポーツ施設情報やスポーツ大会，健康

づくりを目的としたイベント情報等を共有し情報発信していくことにより，スポーツを通じた圏域住民の交

流促進とスポーツ振興を図ります。 

②公共交通の維持・確保に向けた検討 
生活航路や生活バス等について，現状・課題等を情報共有し，利用促進策や路線維持に向けた取組を検討

します。 

①災害時における包拢的な災害時相互応援協定 
圏域内の市町と災害時の相互応援に関する協定を締結し，圏域全体の防災体制の強化を図ります。 
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(ｴ) 絆醸成プロジェクト 

①文化・観光施設等の相互利用の促進 
呉市に所在する文化・観光施設等の入館料の減免基準を圏域住民に適用することにより，圏域住民の文化

芸術の振興に寄与するとともに交流人口の増加を目指します。 

②「圏域まちづくり大学」の開催 
圏域内の市町の行政施策やまちづくり団体等の取組について，その活動の背景，内容，実施のメリットや

課題等を共有する講演会等を設け，まちづくり活動を行う団体同士の交流を促進することにより，先進事例

の他地域への展開を推進します。 

③移住促進宿泊助成 
広島県が実施している移住希望者の事前調査に係る「片道交通費支援制度」と連携し，圏域に宿泊する者

に対して宿泊費を上乗せ支援することにより，圏域への訪問機会を増加させ，移住定住につなげていきます。 

④婚活イベントの開催 
圏域内の市町が取り組んでいる婚活イベントを相互にＰＲするとともに，テレビ番組誘致も視野に入れた

共同での婚活イベントを開催します。 

⑤圏域版イクボス・イクメンプロジェクト 
圏域の「イクボス同盟ひろしま」のメンバー等のコメントをリレートーク形式でまとめた冊子を発行し，

圏域内の市町で配布することにより，圏域全体で子育てしやすい環境整備に取り組みます。 
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(ｵ) 次世代人材育成プロジェクト 

 

(ｶ) 行政サービス機能向上プロジェクト 

①保育士確保事業 
圏域で不足している保育人材を確保するため，呉市が実施する「保育士確保事業」の対象を圏域全体へ拡

大し，有資格者の復職を支援します。 

 ②大学等と医療・福祉法人等による奨学金制度の検討 

圏域の医療・福祉法人が卒業後の圏域内の同法人事業所への就職を条件として，学生へ奨学金を拠出し，

就職して一定期間を経過すれば奨学金返済を免除する制度の創設を検討します。 

①火葬場の広域利用 
呉市内の火葬場について，圏域住民が使用する際の使用料を市内住民と同額まで引き下げることにより，

圏域住民の生活関連機能サービスの向上を図ります。 

②公共施設の相互利用等の検討 
圏域内の公共施設の相互利用を進めながら，将来的なサービス内容の見直しや適正配置の検討に向けた研

究を圏域内の市町が共同で行います。 

③健康診査等に係る電話受付業務事業 
健康診査等の電話等による受付業務を圏域内の市町が共同で実施することにより，住民が申し込みやすい

環境を整えるとともに，行政サービスの効率化を図ります。 

 
④事務の共同化・広域連携 
広島県が進めている行政事務の連携・補完の取組等と歩調を合わせ，社会福祉法人監査事務等の困難事務

について圏域内の市町が連携・補完する取組を進めます。 

⑤職員研修の広域参加 
圏域内の市町の行政職員のスキルアップを図るため，呉市が実施する「課程外研修」への広域参加を推進

します。 
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７ 今後のスケジュール（案） 

 
   

・ 平成２９年 

  

９月 連携中枢都市宣言 

 

連携協約議案提出 
 

 

 

10 月頃 連携協約締結 

 

 

12 月頃 ビジョン策定・公表 

 
 

  

・ 平成３０年 

 

４月 連携事業開始 

 


